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はじめに
青少年における最も多い慢性疾患の一つは、ア
レルギー疾患である。曜患者数は、年々増加傾向
にあるといわれ、その増加の実態や背景にかかわ
る因子は、多方面から精力的に解析されつつある。
大学は、医学的に成人として扱われはじめたば
かり年齢層の学生を毎年受け入れている。親元を
離れて、健康管理をはじめて自分自身で行う学生
が多い。また大学では、高校までの時間単位で多
種の教科を学ぶカリキュラムとは異なり、専門性
の高い実習を連続して行う場面が増えてくる。そ
のような環境の変化の中で、アレルギー疾患を有
する学生は、何らかの抗原に気がつかないうちに
暴露され続ける機会が増加すると予想される。特
に医学部学生における系統解剖実習は、その最初
のきっかけとなりうる。
アレルギー疾患は、時として生命に危険な症状
を引き起こす。そのため、医薬系キャンパスでは、
アレルギー疾患に対する注意喚起を目的として、
長時間実習を行う医学部 2年次生に対してアレル
ギー調査を施行したので、その結果を報告する O
A.対象と方法
2007年から2010年の聞に、医薬系キャンパスの
医学部2年生に在籍した調査希望者296名を対象
に、問診票によるアレルギー健診を行った。問診
票の調査内容は、①既往のアレルギー症状の有無、
②アレルギー症状の原因として推測されるもの、
③過去に診断されたアレルギー疾患の病名と治療
歴、である O また 2年次の系統解剖実習において、
長時間使用されるホルマリンや外科用手袋につい
て、ホルムアルデヒド特異的IgE抗体(調査年:
2007~2010年、対象269名)、ラテックス特異 IgE
抗体(同:2007~2010年、対象269名)、非特異的
IgE抗体(同:2008~2010年、対象201名)の測定
も同時に行った。
B.結果
1.アレルギー問診結果
1-1 アレルギー症状の有無(表 1) 
表 1 アレルギー症状の有無
アレjレ 白!iE~犬
総数 なし あり
2007年度 95 36 37.9帖 59 62.1% 
2008年度 92 25 27.2% 67 72.8唱
2009年度 78 26 33.3出 52 66.7% 
2010年度 31 6 19.4目 25 80.6目
言十 296 93 31.4% 203 68.6目
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アレルギー症状を起こしたことがあると回答し
たものは、全体として平均68.6%であった。医学
部生の90%以上が調査に参加した2007年から2009
年の平均でも、 67.2%であり、 7割近い学生が、
過去に何らかのアレルギー症状を経験しているこ
とが判明した。
なお2010年の調査対象者数が少ない理由は、解
剖実習の実習棟が改築され、ホルムアルデヒド暴
露への危険性が前年より軽減されたことを対象者
に説明した上で調査希望者を募集したからである。
したがって、アレルギー症状の既往者の調査参加
が多かったため、周年の調査対象者では、全体と
してアレルギー有症状者の割合が80.6%と増加し
たと考えられた。
1・2 アレルギーの発生部位(表2) 
臓器症状としては、鼻症状が最も多く(141名、
47.6%)、ついで眼の症状(101名、 34.1%)と皮膚症
状(97名、 32.8%)がほぼ同程度に認められた。呼
吸器症状も 1割以上が経験していた(43名、 14.5%)。
1-3 アレルギーの推定原因物質(表3) 
推測される原因として最も多かったのは花粉で
あり (36.8%)、ハウスダスト (20.9%)が続いてい
た。また食品に伴うアレルギーも11.8%認めてい
た。保健管理センターにおいて管理上知っておく
表2 アレルギーの発症部位
アレルギーの部位(複数回答可)
総数
皮膚 鼻 目艮 呼吸器 その他
2007年度 95 25 26.3% 40 42.1出 27 28.4% 15 15.8% 2 2.1叩
2008年度 92 35 38.0% 53 57.6% 31 33田7% 1 12.0% 1.1% 
2009年度 78 24 30.8% 36 46.2% 30 38.5% 10 12.8% 。 0.0% 
2010年度 31 13 41.9弘 12 38.7拍 13 41.9% 7 22.6% 3.2% 
計 296 97 32.8% 141 47.6% 101 34.1目 43 14.5覧 4 1.4百
表3 アレルギーの原因物質
原因物質
総数
ダニ ハウスダスト 薬品 花粉 食品 その他
2007年度 95 12 12.6% 28 29.5% 4 4.2出 30 31.6% 7 7.4% 10 10.5% 
2008年度 92 9 9.8% 14 15.2% 7 7.6% 42 45.7% 1 12.0% 14 15.2出
2009年度 78 7 9日目 13 16.7% 5 6.4見 28 35.9% 10 12.8% 8 10.3% 
2010年度 31 6 19.4% 7 22.6% 3 9.7出 9 29.0% 7 2.6也 5 16.1% 
計 296 34 11.5% 62 20.9% 19 6.4% 109 36.8出 35 11.8百 37 12.5% 
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べき薬品アレルギーも6.4%あった。
1-4 治療歴(表4)
治療歴では、ほぼ半数(47.0%)が何らかアレル
ギー疾患での治療歴を有し、 20%前後が現在も加
療中であった。
2. IgE検査結果
非特異的IgEが170IU/ml以上の異常値であっ
たものは全体の50.7%であり、半数を占めていた。
また IgEが1000IU/ml以上の値を示す学生の割
合は9%であり、各年度に一定の割合でいること
が判明した(表5、図 1)。
ホルマリンに対する特異的 IgEが陽性であっ
たものは0%であったが、ラテックスに対する特
異的IgE陽性者は23名(7.8%)であり、同様に一
定の割合で存在した。
表4 アレルギーの治療歴、病名と発症時期
原因物質
総数
ダニ J、ウスダスト 薬品 花粉 食品
2007年度 95 12 12.6% 28 29.5% 4 4.2% 30 31.6% 7 
2008年度 92 9 9.8% 14 15.2% 7 7.6% 42 45.7% 1 
2009年度 78 7 9.0% 13 16.7目 5 6.4目 28 35.9目 10 
2010年度 31 6 19.4% 7 22.6% 3 9.7出 9 29.0% 7 
計 296 34 11.5叩 62 20.9出 19 6.4% 109 36.8% 35 
表5 非特異的 IgE抗体の分布
IgE (IU/ml) 2008年度 2009年度 2010年度
~170 38 
171 ~1000 46 
1001 ~2000 6 
2001~ 2 
言十 92 
日7
0.6 
0.5 
0.4 
0.3 
0.2 
0.1 
鐙2008年度
回初日9年度
義援2010年度
寵2008-2010
41.3% 48 61.5% 13 
50.0% 22 28.2% 16 
6.5% 6 7目7百
2.2% 2 2.6% 
100.0% 78 100.0% 31 
IgE抗体価の年度毎の比較
0.615384615 
0.419354839 
0.497512438 
0.282051282 
0.516129032 
0.412935323 
0.076923077 
0.032258065 
0.064676617 
図1 IgE抗体価の年度毎の比較
41.9% 
51.6% 
3.2% 
3.2% 
100.0% 
醐脚知山崎緩畿圏醐
2001以上
0.02173913 
0.025641026 
0.032258065 
0.024875622 
7.4出
12.01も
12.8% 
22.6出
11.8% 
計
99 
84 
13 
5 
201 
その他
10 10.5% 
14 15.2% 
B 10.3% 
5 16.1% 
37 12.5% 
49.3% 
41.8% 
6.5% 
2.5% 
100.0% 
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表6 ラテックス IgEとホルムアルデヒド IgE
総数 ラテッウスIgE フナツヴス陽性者 ホJ~ムYJ~デヒ卜.lgE平均総IgE(IU/mL
2007年度 95 7 7.4弛 --。 O拡2008年度 92 8 8.7同 1166 。 0% 
2009年度 78 7 9.0首 5440 。 0唱
2010年度 31 3.2弛 3482 。 0百
言十 296 23 7.8弛 3181 。 O首
表7 アレルギーの自覚症状の有無と平均 IgE
平均値
(IU/ml) 
アレルギー 595目g有
アレルギー 334.6 無
また、ラテックス陽性者の非特異的IgEの平
均は3181IU/mlであり、アレルギー自覚者の平
均IgE 595.9 IU/mlより高値であった(表6)。
また問診上、アレルギーの自覚症状のなかった学
生全体の IgEの平均値は334.6 IU/mlであり、
正常値170IU/mlを超えていた(表7)。
c.考案
アレルギー疾患の有病率は、対象とする年齢、
疾患、居住地域などにより異なってくる。今回の
調査で一番多かった鼻症状に関しては、日本にお
ける2008年の疫学調査での有病率は39.4%であ
る1)。また皮膚症状に関しては、大学生のアトピー
性皮膚炎の有病率は約10%であった (2000年から
2002年に施行された厚生労働科学研究による全国
調査)2)。
大学生を対象としてアレルギー疾患を調査した
報告は少ないが、その中で大阪大学の 1年生313
名を対象としたアンケート調査では、 55.6%がア
レルギー疾患ありと回答していた 3)。
当キャンパスの調査対象者のアレルギー疾患の
保有率は、 7割とかなり高率であった。また、 296
名中139名(51.6%)の学生が、過去あるいは現在
最小値 最大値
(IU/ml) (IU/ml) 
3 31326 
。 5045 
において何らかのアレルギー疾患の治療を受けた
既往があり、それを裏付ける形で、非特異的IgE
の陽性者も50%を超えていることが判明した。大
学生にとって、アレルギー疾患は最も身近な慢性
疾患の一つであることが確認された。
ホルムアルデヒドは、代表的な室内汚染物質で
ある。我が国では、 1990年後半から「シックハウ
ス症候群」が社会問題となり、住宅などの建物内
に居住することによる健康障害の総称として広く
認知されている。また「化学物質過敏症」の単語
も同時期に認知された。このような社会問題が生
じ始めた時期に生まれ成育された学生が、ここ数
年入学している。したがってホルムアルデヒドに
感作された可能性のある学生が、医学部入学後の
解剖学実習において、長時間高濃度のホルムアル
デヒドにさらされることが一時期、問題視された。
また文部科学省の解剖実習の健康被害調査で、は、
1998~2003年度の各年度に111~158件、歯学部で
16~59件の報告があったと公表された4) 5)。確か
に、解剖体の防腐処置に大量のホルムアルデヒド
溶液が使用されることから、解剖学実習室や病理
学教室のホルムアルデヒド汚染は医学部や医学部
附属病院において大きな問題であった。しかし、
医学生におけるアレルギー疾患の躍患状況 5 
2007年12月の特定化学物質障害予防規則などの一
部改正により、 2008年3月からホルムアルデヒド
の管理濃度が0.5ppmからO.lppmへと大幅に規
制されることとなった。当大学もこの改正に伴い、
解剖学実習室や病理学教室での環境改善対策がな
された結果、 2010年からは、基準前後の濃度にて
管理されていることが、当大学杉谷杉谷事業場の
安全衛生委員会にて確認されている O このホルム
アルデヒドへの安全配慮がなされたことが、 2010
年のアレルギー疾患調査対象学生において検査希
望者が減少した理由であるが、いずれにせよ、
2007年から2010年の296名の検査において、ホル
ムアルデヒド特異的 IgE抗体陽性者はひとりも
いなかった。ホルムアルデヒド特異的 IgE抗体
陽性者については、 Wankeは学童62名中39%と
高い値を報告しているがヘ坂本らは小児瑞息患
者122名中2名のみ陽性であったと報告してい
る7)8〕0 我々の結果は、坂本らの結果と同様であ
り、瑞息症状とホルムアルデヒド特異的抗体につ
いて、因果関係を認めなかった。
ラテックスアレルギーは職業アレルギーとして
重要な疾患である九ラテックスを含む製品は医
療用の手袋やゴム風船、玩具など日常の中で幅広
く使用されているが、とくにラテックス手袋の使
用頻度が高い医療現場においてアナフィラキシー
を生じうるため、医療系学生は注意が必要である O
またラテックスアレルギー患者の約半数には、食
物アレルギー(ラテックス・アレルギー症候群あ
るいは口腔アレルギー症候群)がみられる。ラテッ
クス抗原と相同性の高いアミノ酸配列の他の蛋白
抗原にも交文反応を示すため、キウイやバナナな
どの摂取にも気をつける必要がある。
今回の調査において、全体の7.8%にラテック
ス特異的 IgE抗体が認められた。また、ラテッ
クス抗体陽性者においでほぼ全員が、非特異的
IgE抗体価が高値であり、慢性的に何らかの抗原
に対してアレルギ一反応を生じている可能性があ
ると考えられた。また表7に示すように、過去に
アレルギー歴をもたない学生でも、非特異的IgE
の平均が正常値以上を示していたことから、自覚
症状や所見が無くても、外国抗原に感作され生体
が反応していた可能性が示唆された。
本調査に際して対象者には、アレルギーの基礎
教育として、アレルギ一反応やデータの解釈に対
する講義を実施した。今後も何らかの形で、医学
専門課程前に注意喚起の場を提供する必要性があ
ると考えられた。
D.結語
今回の調査から、医学部学生においては、自覚
症状の有無にかかわらず、血清学的に非特異的
IgE陽性者が半数いることが明らかになった。大
学の修学環境は、高校までのそれと大きく異なる。
学生にはアレルギ一反応の基本を周知してもらい、
アレルゲンとなりうる物質や環境を回避するよう
に、我々保健管理担当者は、指導・教育を徹底し
ていく必要がある。
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